
Ⅰ．は じ め に

近年，看護の基礎教育段階にある学生は，基本的な
生活能力や学力が変化して，コミュニケーション能力
が不足傾向にあると指摘されている1, 2）。臨地実習時
には受け持ち患者の様々な身体状態や変化に遭遇する
にもかかわらず，心身への侵襲を伴う看護技術を患者
に提供する機会が乏しく，経験できる技術が限られ
る3）ことから，自らの実践能力に自信が持てない状態
を経験する。そこで，疾患を有する対象に看護を提供
する場面を想定し，患者と看護者の役割を演じるロー
ルプレイを取り入れた演習は，様々な症状や徴候を再
現して，臨床実践に近い状況を疑似体験できるため，
教育方法として数多く取り上げられている4−7）。また，

看護学生が看護実践に必要な知識とコミュニケーショ
ンを含む技術を習得するためにも有用であり8），臨地
実習時に実践能力を発揮することにつながる教育方法
のひとつである9）と考えられる。
本学の成人看護学方法論Ⅰでは，代表的な慢性疾患
を取り上げ，看護の基本的な考え方や看護援助につい
て授業を展開している。さらに，昨年度より，看護実
践に必要な知識および技術を習得し，臨地実習時の実
践につながるよう，慢性疾患患者の事例を用いて，ロ
ールプレイを取り入れた演習を実施している。
今回，ロールプレイを取り入れた授業に関する研究
の動向について調査し，ロールプレイをどのような目
的で用いているか，方法にはどのようなものがある
か，成人看護学の教育方法について示唆を得るため，
文献調査に取り組んだ。
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Ⅱ．対象文献と研究方法

1．対象文献の選定

2000年度から 2013年 6月末までに医学中央雑誌に
発表された論文のうち，「ロールプレイ」「演習」「看
護」をキーワードに文献検索を行い，母性看護学・小
児看護学・精神看護学・在宅看護学・地域看護学など
の領域と判明した文献を除き，記述内容を読んだ。次
に，周手術期や急性期の事例を用いた文献を除き，終
末期を含む慢性的経過をたどる患者に対する看護や援
助と看護実践に必要な知識とコミュニケーションを含
む技術について記述された文献を選出した。そして，
文献10）を参考に作成したレビューシートにそって整理
した結果をもとに，解説・総説である 7件を除く，20

件の原著論文を研究対象とした。

2．分析方法

研究対象の文献から読み取った内容をレビューシー
トの項目にそって分類・整理した。レビューシートの
項目は，論文タイトル・著者名・掲載雑誌名・キーワ
ード・研究方法およびデザイン・研究目的・研究対
象・結果・考察である。文献ごとに作成したレビュー
シートの内容は，共同研究者と意見交換し，記述内容
の妥当性を検証した。

3．用語の定義

ロールプレイに関する文献11, 12）では，「ある場面を
設定し，定められた役割を演じる学習方法」と定義さ
れている。この内容を参考にして，本文中では次のと
おりに定義した。
ロールプレイとは，疾患を有する看護の対象を想定
して例示された情報をもとに，学生が患者・看護者な
どの役割を演じて，適切な対応あるいはケアが提供で
きるよう疑似体験し，看護上の問題を解決する学習方
法をいう。

Ⅲ．結 果

1．研究デザインの種類

文献 20件の研究デザインは，全て質的帰納的研究
であり，うち 1件は準実験研究も兼ねていた。また，
質問紙調査をあわせて行っていた文献は 4件だった。

2．内容分析結果

研究対象となった文献を読み取り，文献ごとにレビ
ューシートに記述した内容から，研究目的あるいは研
究の動機と研究で得られた結果，ロールプレイの実施
時期とデータの収集時期，分析方法，ロールプレイに
用いた事例について整理し，表 1に示した。
1）研究目的・動機および得られた結果
研究目的あるいは研究にいたった動機について，終
末期患者の思いや病態あるいは慢性疾患を有する対象
の思いをロールプレイで体験した効果など，講義でロ
ールプレイを体験した学習効果について検討した文献
は 17件，講義でロールプレイを体験したことがその
後の臨地実習におよぼす学習効果について取り組んだ
文献は 2件，臨地実習中にロールプレイを行った体験
が臨地実習で反映されたか効果について検討した文献
は 2件だった。また，成人期にある対象が血糖測定や
自己注射の手技を獲得する場面や，自己管理できるよ
う知識を提供する場面を経験し，対象への教育や指導
の方法を習得する効果があるか検討した文献は 6件だ
った。
研究から得られた結果は，学生がロールプレイや演
習を実施した効果に相当する。研究した結果，対象の
身体面や精神面が理解できた文献は 17件，看護者と
患者と人間関係が理解できた文献は 9件，血糖測定や
自己注射を自らが実践して手技の評価をした文献は 3

件，自らの実施内容を振返って「知識不足」や「コミ
ュニケーション能力の未熟さ」など自己評価できたこ
とが明らかになった文献は 9件，看護者の役割が理解
できた文献 7件，自己評価から課題を抽出し，演習の
展開方法について評価した文献は 4件，看護者の態度
について述べていた文献は 2件だった。
2）演習およびデータの収集時期と分析方法

20件の文献は全て，慢性期あるいは終末期看護学
に関する授業を受講した学生，あるいは実習に参加し
た学生の記述内容が研究対象だったが，研究の主旨に
同意が得られた学生を選定して倫理的配慮を行ったと
記載，もしくは倫理的配慮があったと読み取れた文献
は 17件だった。
研究期間は，講義あるいはロールプレイを実施した
時期からデータ収集した時期とした。20件の文献の
うち，研究期間が記述されている，もしくは結果から
追跡できた文献は 19件だった。そして，1回あるい
はひとつの単元の演習と短期間の調査期間だった場合
は 6件，15回など半期あるいは 2学年にわたる場合
や講義後の臨地実習前であるため 3ヶ月以上を経た調
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表 1 研究対象文献一覧表

No 筆頭著者名 目的 データ 情報収集時期 分析方法 事例
1 坂根可奈子 患者へのがん告知後の対応につい

てロールプレイして学んだ内容を
明らかにする

感想と学びについての
記述

実習中にロープレ
イを行った後

記述内容のカテゴ
リー化

がん告知後の患者

2 酒井禎子 がん性疼痛のある患者をロールプ
レイし，アセスメントの理解に有
効か明らかにする

設定した項目を 6段階
評価した内容と学びの
記述

講義でロールプレ
イを行った後

学習達成度の％算
出 記述内容のカ
テゴリー化

乳癌骨転移による
疼痛のある患者

3 相野さとこ 臨床実習前のシミュレーションと
ペーパーペイシェントでの学習内
容を比較し，臨地実習の学習効果
を比較検討する

知識，自己効力感・対
患者コミュニケーショ
ンスキル・共感経験
度・STAI・満足感の
各評価

実習中演習＊を行
い，臨地実習終了
後

知識に関する記述
内容のカテゴリー
化，他の内容は統
計処理

胃がん術後・終末
期

4 小濱優子 ロールプレイクで看護師役を体験
したことが，学びにおよぼす影響
を分析し，効果的な教育方法につ
いて検討する

学びに関する記述 講義で演習＊終了
後

記述内容のカテゴ
リー化

糖尿病患者 指導

5 内海香子 血糖調整を要する患者体験からの
学びを明らかにし，演習を実践す
ることによる教育効果を検討する

課題メモの記述：患者
としての生活，大変だ
ったこと，困ったこと

講義で演習＊終了
後

記述内容のカテゴ
リー化

糖尿病患者 血糖
測定

6 坂根可奈子 がん告知後の患者に対応する場面
をロールプレイで体験したことに
よる教育効果を検討する

演習後の感想と学びの
記述

臨地実習で演習＊
を行った後

記述内容のカテゴ
リー化

膵臓がん患者の告
知場面

7 小野寺久美子 血糖測定体験による気づきを明ら
かにし，患者教育の視点を習得す
る効果があるか検討する

課題レポート記述内
容：自己血糖測定が日
常生活におよぼす影響

実習前に演習＊を
行った後

記述内容のカテゴ
リー化

糖尿病患者 血糖
測定

8 園田麻利子 臨地実習時に，対象の自己効力感
を高めるための実習前の演習＊の
あり方の検討

演習＊後と臨地実習後
のアンケート調査，自
己効力感の質問紙調査
内容

臨地実習前である
演習＊後と実習後

GSEStest の 結 果
を感想と学習内容
の因子で分析

胃がん患者

9 金子吉美 ロールプレイを用いて血糖測定の
自己評価を行た体験での学び，指
導方法を検討する

4点法による血糖測定
の手技の評価と自由記
載内容

講義内の演習＊後 手技評価は数値化
自由記載内容の
カテゴリー化

糖尿病患者 血糖
測定

10 浅井美千代 看護場面のシナリオ作成作業が，
患者の自立支援能力を習得させる
ための効果について検証する

作成したシナリオの内
容と演習後の記述内容

講義内の演習＊後 KJ 法で分類し，
カテゴリー化

シャント造設・透
析拒否患者

11 石橋カズヨ 終末期看護に関する演習＊体験か
らの学びを明らかにし，教授方法
について検討する

講義開始前後のレポー
ト記述内容

演習＊中心の講義
後

記述内容のカテゴ
リー化

胆嚢がん肝・腹膜
転移患者

12 山本裕子 臨地実習前のロールプレイ実施が
慢性看護に関するイメージにおよ
ぼす影響を明らかにする

アンケート調査内容 講義終了後で臨地
実習前

記述内容のカテゴ
リー化

慢性期病患者

13 本田芳香 模擬患者を活用したシミュレーシ
ョンプログラムにもとづいてロー
ルプレイを実施し，コミュニケー
ション能力の効果についての検討

シミュレーション体験
後の振り返り内容

1回のロールプレ
イを行った後で計
3回

振り返りの記録か
らカテゴリー化

コミュニケーショ
ン着目し，事例の
背景の選定なし

14 浅井美千代 ロールプレイを取入れた講義が看
護師の対応を理解するために効果
があるか検討する

演習項目ごとのアンケ
ート内容

講義内の演習＊終
了後（VTR 視聴）

記述内容のカテゴ
リー化

5種類の糖尿病患
者

15 生島祥江 指導を要する事例のロールプレイ
を行い，臨地実習時に患者指導の
能力向上に効果的か討する

グループ討議後の自由
記載内容

実習前の演習＊終
了後

記載内容のカテゴ
リー化

インスリン注射・
食事療法を要する
2型糖尿病患者

16 浅井美千代 患者支援に関するロールプレイを
取入れた演習＊の効果を明らかに
する

演習後の記載内容：感
想

講義内の演習＊終
了後

記載内容のカテゴ
リー化

糖尿病患者

17 冨澤美幸 看護過程の授業で実施したロール
プレイによる情報収集能力育成の
効果を検討する

演習後の自由記載内容
と看護過程の評価表

看護過程講義の最
後に行った演習＊
終了後

記載内容の抽出，
看護過程演習評価

呼吸器疾患患者

18 山本裕子 教員の演じたロールプレイから，
慢性病患者に対するイメーシとエ
ンパワーメントアプローチについ
て理解できたか，効果を検証する

講義後のアンケート調
査内容

講義内で行ったロ
ールプレイ後

調査内容のカテゴ
リー化

糖尿病患者

19 森下節子 援助を要する対象の演習＊が，対
象の理解を深め，必要な援助を実
践できる能力習得の学習効果があ
るか明らかにする

レポート記述内容 講義内の演習＊終
了後

記述内容のカテゴ
リー化

片麻痺患者

20 河井伸子 患者指導場面の演習＊を実施し
て，糖尿病患者に対する指導方法
を検討する

講義・演習後のレポー
ト記述内容

講義内の演習＊後 記述記述内容の抽
象化 評価表

インスリン自己注
射・血糖測定を要
する糖尿病患者

注 1：No は研究対象文献の番号を記している
注 2：情報収集時期に記した＊はロールプレイを取り入れた演習をいう

原田江梨子 他：成人看護学方法論（慢性期）におけるロールプレイを活用した教育方法に関する検討 ８９



査期間だった場合が 11件あった。情報収集期間の相
違は，文献の記述内容からロールプレイが科目の単元
のまとめとして実施する場合と科目の集大成として実
施される場合の違いであるといえる。
データ収集時期について，講義の最後の時間帯で演
習実施後のデータ収集は 13件，講義で演習を実施し，
その後の臨地実習直前にデータ収集したのは 4件，実
習中に演習を行った後にデータ収集したのは 3件，実
習終了後のデータ収集と，実習中の演習前後に複数
回・データ収集したのはそれぞれ 1件だった。また，
講義中に数回演習を行った後にデータ収集したのは 1

件あった。これは，研究素材は学生の記述内容だった
が，「ロールプレイ体験による学習効果」，「取り組ん
だ過程の評価」，「講義の内容が臨地実習に反映できる
検証する」，「臨地実習中の学習効果を向上させる」な
ど，データ収集する目的が複数あることによる，デー
タ収集の時期の違いであると判明した。
3）演習時に用いた事例
学生はロールプレイで事例の情報に基づいて与えら
れた課題に取り組む必要があるため，事例の疾患や病
態など例示された内容が研究で得られる結果に反映さ
れることがある。終末期看護に関する事例は，がん告
知後の患者 2件，疼痛や病態の記述だった 4件，終末
期患者に関する概要を講義してロールプレイを行った
1件だった。一方，慢性期患者に関する事例は，糖尿
病患者 9件，胃がん患者・腎疾患患者・呼吸器疾患患
者・片麻痺患者がそれぞれ 1件，論文内容から対象の
病態が判明しなかった 2件だった。

Ⅳ．考 察

成人看護学において，ロールプレイを取り入れた教
育方法に関する論文について調査し，次の内容に注目
して考察した。

1．ロールプレイを取り入れた教育方法に関する研究

の特徴

原著論文の文献では，学びや感想・気づき，課題に
対する記述内容，質問に対する回答，演習や実演の評
価など，形式は異なるが，学生の記述内容が研究対象
だった。そして，記述内容をカテゴリー化，数値での
評価など，結果の分析方法は異なるが，「対象の理解」
「対象との人間関係」「看護者の役割」「学生自らの態
度あるいは手技の評価」「看護のとらえ方」のキーワ
ードが，研究に取組んで得られた結果に記していた。

「対象の理解」とは，対象の身体的特徴・病態生理，
疾患を有する対象の心理的特徴の理解，「対象との人
間関係」「看護者の役割」「自らの態度の評価」は態度
にあてはまり，「知識」「技術」「態度」の要素が含ま
れており，教員が学生に学んでほしいという意図と合
致している。以上のことから，ロールプレイによる模
擬体験は，看護に関する知識・技術・態度を習得する
教育方法のひとつであり，学生の学習効果を「知識」
「技術」「態度」を含む要素で分析することがポイント
であることがわかった。また，「知識」「技術」「態度」
の要素ごとに分析するのでなく，ロールプレイでの経
験が看護上の問題を解決することにつながるため，各
要素を統合して分析することも学習効果を評価するポ
イントであることがわかった。ただし，慢性期看護と
終末期看護をひとつの領域で講義を展開している場合
と，それぞれ独立した領域として講義を展開している
場合があり，学生の学習して習得できる内容，学習成
果も差は生じると考えられる。従って，学生が限られ
た時間で，慢性疾患患者に対する看護の基本的な知
識・技術・態度について習得できる内容には限界があ
ること，ロールプレイを実施する目的を明確するこ
と，実施後は学生の反応や学習効果を予測することな
ど，ロールプレイを組合せて講義を展開する場合に考
慮しておく必要があることが明らかになった。
次に，研究目的・動機について，各文献の内容を比
較してみると，ロールプレイを，「講義の学習効果」，
その後の「臨地実習での学習効果の確認」，臨地実習
中に「学習内容を確認して深化させる目的」に分かれ
たが，どの場合も臨地実習での学習効果，看護学生に
慢性期・終末期看護に関する知識・技術・態度を習得
してもらう目的で取組んでいるといえる。しかし，未
知の臨床現場で初めて受け持ち患者と接する場合，既
習の知識・技術が活用できず，実習を終えてしまう可
能性がある。深澤は，「学内での講義・演習は，その
後の臨地実習にむけた準備教育であると位置づけら
れ，臨地実習前の講義・演習を効果的に組み合わせて
教授することが，学生自らの思考や判断を通した技術
の習得と看護者としての態度形成にも有用である」3）と
述べている。慢性期患者あるいは終末期にある対象へ
の看護に必要な知識や技術を習得し，学生の思考や判
断力が育成できるよう，ロールプレイで例示する情報
は，学生がイメージできる具体的で現実的な情報提供
が必要であるといえる。

甲南女子大学研究紀要第 8号 看護学・リハビリテーション学編（2014年 3月）９０



2．ロールプレイでの実施内容の特徴

ロールプレイで学生に例示した事例の情報は，代表
的な慢性疾患患者を用いた場合と終末期患者の状態や
状況設定した場合だった。また，糖尿病患者の事例を
用いた文献では，自己管理が必要な対象への教育・指
導について学習することと，血糖測定やインスリン自
己注射などの手技を学生が習得することも目的として
いた場合があった。一方，胃がん患者では術後管理，
腎疾患患者では透析，呼吸器疾患患者では呼吸管理，
片麻痺患者では活動の援助と，事例の病態から生じた
看護上の問題点を学生が具体化でき，援助内容を抽出
できるよう，情報を提供していた。なお，慢性疾患患
者の事例で例示された情報に共通することは，疾患の
病態・病期に伴って身体的な変容をきたしているこ
と，身体的変容による心理的変化が生じていることだ
った。つまり，慢性疾患を有する対象の身体的・心理
的変化について理解が深まることを期待して情報提供
されたと考えられる。さらに，外観に表出された身体
的変化は援助を見出すきっかけとなり，自己注射の手
技に関する演習は自己管理や教育的関わりを学習する
機会を与えるなど，慢性期看護学領域で習得してほし
いという教員の意図が含まれている。一方，終末期看
護領域の事例では，対象の心理面の理解が重要視し，
告知や疼痛など精神的苦痛がある状態を想定して情報
を提供している。また，記述内容から事例が判明しな
かった文献では，慢性期患者に対する看護の特徴を例
示してロールプレイや演習を行っていた。以上のこと
から，どの文献も，講義を組立てた教員が受講する学
生に学習してほしい内容，学習目標が達成できるよ
う，事例や場面などを選択していたことが判明した。
実習前の学生が，臨地実習で受け持つ患者の状態や状
況をイメージできるよう情報を提供することは，学生
の看護に関するアセスメント力や思考力・判断力の形
成につながるため，現実におこりうる課題や臨床現場
を想定できる情報提供が必要である。

3．今後の課題

ロールプレイを取り入れた成人看護学に関する教育
方法は，有用な教育方法のひとつであることが明らか
になった。ただし，改善すべき内容あるいは課題も明
らかになった。
担当教員の人数や経験などロールプレイや演習の実
施には制約も多くあるが，指導内容の改善や技術面の
鍛錬など教員が研鑽を積み，より効果的なロールプレ
イを取り入れた演習を実施することが求められる。つ

まり，学生個々の習得している知識と技術の段階に応
じた対応ができ，担当する領域での目標が達成できる
よう，担当教員の看護教育の指導能力が，学生が目標
達成するためには最優先すべき課題であるといえる。
現在，成人看護学領域では，慢性疾患を有する事例
を例示して演習を展開する取り組みをはじめた段階で
ある。講義は看護に必要な知識の習得だけでなく，習
得した知識を基盤に，臨床実習時に実践できる能力の
習得につなげたいと考えている。そこで，講義・演習
の担当者は，学生が臨地実習で遭遇する患者や場面な
どを想定できるよう，ロールプレイで例示する情報を
吟味すること，ロールプレイを取り入れた演習を実施
する目的を学生が理解し，目標が達成できるよう，学
生のロールプレイに取り組む意識やレディネスを確認
したり，学生で話し合う場合に指導する内容および方
法を教員間で統一すること3, 13）など，学生の学習を支
援する教育的サポート体制を整えておく必要がある。
この教育体制づくりが，臨地実習時に学生が実習目的
である慢性期あるいは終末期にある対象の身体的・精
神的特徴を理解して，身体の状態や対象の要望をいか
した看護が提供できること，看護者としての倫理観と
役割が育成されることにつながると考えられる。

Ⅴ．結 論

成人看護学における，ロールプレイを取り入れた教
育方法について示唆を得るため，ロールプレイを取り
入れた授業に関する研究の動向について調査した。そ
の結果，研究目的や講義の時間数による研究期間とデ
ータ収集時期に違いがあったが，学生の記述内容をデ
ータとし，データから必要な文章を抽出してカテゴリ
ー化して分析する場合が多かった。そして，カテゴリ
ー化した内容は「知識」「技術」「態度」を含む要素ご
と，あるいは各要素を統合して分析し，学習効果を評
価していた。各文献の研究目的は，「ロールプレイ体
験による学習効果」，「取り組んだ過程の評価」，「講義
内容が臨地実習におよぼす効果の検証」，「臨地実習中
の学習効果を向上させる」「対象への教育や指導方法
の評価」であったため，ロールプレイを取り入れた成
人看護学の教育方法は，看護学生の知識・技術・態度
の習得状況を確認し，講義や臨地実習での教育効果を
検証しながら実施する必要があることがわかった。
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